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神奈川学習センター 全国一に向けて〔環境改善〕（提案） 

 

 神奈川学習センターは、現在キャンパスの整備を積極的に進めております。また学生から要

望した整備（案）〔フェスタ資機材ラック〕についても、予算が取れ次第行って頂けるとの事で

す。既に中庭はレンガ等で敷き詰められ、環境整備が始まっています。 

 利用する学生側も維持・保全に努力し、私達の「神奈川学習センター」を全国一の学習セン

ターに致したく提案します。 

 

 最初は「同窓会・学生団体室」の整備でしたが、どうせやるなら、

“全国一”の学習環境に致しましょう。 

 

 神奈川に「神奈川サークル協議会」が出来、体制が整いました。

またセンター側も積極的な対応を行ってくれています。 今なら出来 

る。今でなければ出来ないかも知れません。 

 

 先ず「現状の認識」→「ワークショップ」といいます。 

皆で、キャンパスの点検を行います。気がついたことを話し合いまし 

ょう。（図面にﾌﾟﾛｯﾄします）思わぬ発見があります。 

 

 全国一「安全・安心・清潔」な環境にします。見学者の行列が出来

るようにいたしましょう。特に「同窓会・学生団室」は、大学説明 

           会時の“見学コース”に入れられるよう「見せる部屋」に生まれ変わ

るようにします。 

ワークショップの頻度 年 2 回程度（半年に 1 度） 1 回の時間；30 分程度 

「同窓会・学生団体室」 

の整理 

初回；新しい棚設置時は、場所・中身表示に時間がかか

ります。その後は維持・管理が大切。 

部屋の清掃 使用後、大岡センターと同様の簡易清掃を想定 

コインロッカー コインロッカー利用管理の必要 
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